
Title マンジュ国家の社会構造について : 天命期を中心と
して

Author(s) 井上, 浩

Citation 待兼山論叢. 史学篇. 1977, 10, p. 35-56

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/47960

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ー才

ン
バ
ン

ュ
国
家
の

社
会
構
造
に
つ
い
て

ー

l
天
命
期
を
中
心
と
し
て
l
l
l

井

上

J告

は
じ
め
に

ヌ
ル
ハ
チ

Z
Z『

V
Z
は
一
六
世
紀
末
に
建
州
を
統
一
し
た
頃
よ
り
マ
ン
ジ
ュ
国

家
同
国
同
』

g

（
満
洲
国
）
を
称
し
つ
つ
、

ハ
ダ
回
白

a国
白

ホ
イ
フ
ァ

Z
E
P

ウ
ラ

C
Z

エ
ホ

Jpr巾
の
各
国
を
滅
ぼ
し
て
ジ
ュ
セ
ン
」

zwg
（
女
真
）
民
族
を
統
一
し
た
。

明
や
朝
鮮
と
の
通
交
か
ら
ア
イ
シ
ン
〉
和
田
町
宮
司
自
国
（
金
国
）
と
も
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
命
三
（

一
ム
ハ
一
六

年
に
天
命
と
建
元
す
る
一
方
、

一
六
一
八
）
年
よ
り
明
国
へ
の
侵
入
を
開
始
し
、

天
命
六
（
一
六
二
二
年
に
遼
東
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
が
、

天
命
十
一

（
一
六
一
一
六
）

年
に
戦
傷
が
も
と
で
没
し
た
。
第
二
代
の
ハ
ン
位
に
つ
い
た
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
出

g
m
斗
曲
荘
は
崇
徳
元
（
一
六
三
六
）
年
に
国
号
を
大

清
と
し
、
中
国
風
に
国
制
を
整
え
た
。

一
六
四
四
年
に
順
治
帝
の
も
と
で
入
関
し
中
国
を
征
服
す
る
ま
で
の
こ
の
半
世
紀
聞
は
、
ジ
ュ
セ

ン
民
族
に
と
っ
て
大
き
な
変
動
期
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
国
に
於
け
る
清
朝
支
配
の
準
備
段
階
で
も
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
マ
ン
ジ
ュ
国
時
代
の
社
会
構
造
を
人
的
構
造
の
面
か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
際
、

天
命
六
年
の
遼
東
進

出
は
多
数
の
漢
人
を
マ
ン
ジ
ュ
国
の
体
制
内
に
取
り
込
む
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、

マ
ン
ジ
ュ
社
会
は
一
大
変
質
を
遂
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
こ
で
特
に
こ
の
時
期
を
主
要
な
考
察
対
象
に
す
る
。

マ
ン
ジ
ュ
国
の
社
会
制
度
は
軍
政
、
民
政
を
兼
ね
た
八
旗
制
度
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
、
ジ
ュ
セ
ン
民
族
は
も
と
よ
リ
、
国
家
を
構
成
す

る
漢
人
、
朝
鮮
人
や
モ
ン
ゴ
ル
人
も
同
じ
く
こ
の
制
度
の
も
と
に
統
轄
さ
れ
た
。
八
旗
、
制
度
に
関
し
て
は
従
来
よ
リ
多
く
の
研
究
が
あ
り
、

解
明
せ
ら
れ
た
点
も
多
い
。
し
か
し
そ
の
内
部
構
造
に
関
し
て
は
依
然
追
求
す
べ
き
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

マ
ン
ジ
ュ
国
の
社
会
的
諸
身
分
に
つ
い
て
詳
細
に
そ
の
用
語
を
記
し
て
い
る
の
は
宮
臼
満
洲
檎
』
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
身
分
概

念
を
表
わ
す
用
語
と
し
て

ハ
ン
回
目
ロ

ア
ン
パ
ン
曲
目

r
g
（
大
人

ベ
イ
レ

Z
F
]:_ 

ハ
フ
ァ
ン

宮
内
同
ロ
（
官
人
）
、
イ
ル
ゲ
ン

ロ
ー
羽
巾
国

（民）、

グ
ル
ン

mzEロ
（
国
人
）
、
ジ
ュ
セ
、
／
』
忌

g
、
ア

白
宮
（
奴
僕
）
、

ボ
イ
ゴ
ン
・
イ
・
ニ
カ
ン
吉
山
崎

g
－E
吉
田
（
制

ジ
ュ
セ
ン
は
一
定
の
社
会
的
身
分
を
意
味
し

第
一
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
ジ
ュ
セ
ン
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
ジ
ュ
セ
ン
は
本
来
民
族
名
た
る
「
女
真
」
を
さ
す
が
、

で
は
「
満
洲
臣
僕
」
と
漢
訳
さ
れ
る
。

こ
こ
で
い
う

戸
漢
人
）
、

グ
チ
ュ

m
g何
回

（
朋
友
）
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
用
語
の
示
す
概
念
の
実
態
と
そ
の
統
属
関
係
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
提
出
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
み

る

ジ
ュ
セ
ン
・
イ
ル
ゲ
ン

「
清
文
鑑
』

こ
の
ジ
ュ
セ
ン
に
つ
い
て
今
西
春
秋

氏
は
「
本
来
の
意
義
と
同
時
に
又
部
下
・
臣
属
・
隷
臣
等
の
音
山
味
に
於
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
：
：
：

y
w
g
族
臣
下
に
対
し
て
の
み
で
な

く
、
蒙
古
人
臣
下
に
対
し
て
も
亦
た
用
い
ら
れ
」
て
い
た
と
さ
れ
る
。
鴛
淵
一

・
戸
田
茂
喜
氏
は
ジ
ュ
セ
ン
が
女
真
人
か
ら
部
民
（
平
民
）

へ
、
そ
し
て
武
人
（
国
民
軍
）
、
手
下
（
個
人
的
所
有
の
隷
属
者
）
そ
れ
か
ら
奴
僕
の
義
に
と
転
化
し
た
と
さ
れ
る
。

三
田
村
泰
助
氏
に



於
て
は

「
ジ
ュ
セ
ン
は
隷
臣
関
係
に
あ
る
氏
族
を
意
味
し
、
あ
る
程
度
の
白
由
を
有
し
奴
稗
家
畜
を
悶
え
、

そ
の
生
活
状
態
は
領
主
氏

族
と
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
：
：
：
ジ
ュ
セ
ン
は
奴
僕
で
な
く
、
領
主
氏
族
と
共
に
女
真
社
会
の
上
層
階
級
を
形
成
し
て
い
た
」
と
さ

れ
る
。こ

れ
ら
の
見
解
に
対
し
て
、
安
部
健
夫
氏
は
ニ
ル
を
、
て
」
の
養
兵
法
体
と
考
え
、

一
ニ
ル
に
一
二

U
の
男
丁
即
ち
ジ
ュ
セ
ン
と
中
士

岳
包
ロ
が
含
ま
れ
る
と
し
た
上
で

こ
の
ジ
ュ
セ
ン
が
「
掠
奪
戦
争
の
結
果
と
し
て
」
発
生
し
「
『
担
者
」
の
な
れ
の
は
て
た
る
停
獲
（

オ
ル
ジ
）
を
そ
の
供
給
源
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
君
主
（
ハ
ン
）
と
官
僚
層
、

川

γ
士
を
主
と
す
る
ボ
イ
ゴ
ン
と
し
て
の
民
（
イ
ル
ゲ
ン
）

7 ンンユ［Jil家の十｜会防止

に
次
く
、
第
三
の
身
分
階
層
と
し
て
在
っ
た
の
で
あ
り
、

そ
の
下
に
ア
ハ
が
抗
っ
た
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
の
ジ
ュ
セ
ン
は
公
的
に
ニ
ル

「
奴
僕
で
は
な
い
が
然
し
ほ
と
ん
ど
奴
僕
同
様
に
役
属
－
M

ほ
し
出
陣
さ
れ
し
か
も
手
に
農
技
を
も
っ
一
柄
特
別
な
民
族
」
と
し
て

後
世
に
普
通
名
詞
化
さ
れ
、
自
由
民
と
奴
隷
と
の
中
間
に
位
す
る
隷
民
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

に
帰
属
し

阿
南
悩
敬
氏
は
一
ニ
ル
の
三
百
の
男
丁
に
は
叩
士
即
ち
兵
士
が
含
ま
れ
る
が
特
別
の
身
分
で
は
な
い
と
さ
れ
た
。

ま
た
三
田
村
氏
は

ル
が
叩
士
の
養
成
と
併
せ
て
半
務
遂
行
に
必
要
な
広
範
囲
な
雑
役
を
果
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
成
さ
れ
た
一
種
の
民
兵
組
織
で
あ
る
と

さ
れ
、
安
部
氏
の
見
解
を
批
判
し
つ
つ
氏
の
従
来
の
説
を
発
展
せ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
種
々
の
見
解
を
笠
理
し
、
ジ
ュ
セ
ン
と
併
せ
て
諸
身
分
の
統
属
関
係
を
体
系
づ
け
ら
れ
た
の
が
石
崎
秀
雄
氏
で
あ
る
。
氏
は

先
ず
イ
ル
ゲ
ン
が
一
般
的
な
民
で
あ
る
と
さ
れ
、

そ
れ
が
兵
士

g
。Z
や
ハ
フ
ァ
ン
時
に
は
ジ
ュ
セ
ン
か
ら
区
別
さ
れ
た
の
は
、
行
政
的

な
秩
序
に
お
け
る
位
置
づ
け
の
た
め
で
あ
り
本
来
広
義
の
ア
ン
パ
ン
の
属
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
統
一
の
進
展
と
と
も
に
ハ
ン
グ
ル

、
／
、
イ
ル
ゲ
ン
、
ジ
ュ
セ
ン
の
形
に
な
り
、

さ
ら
に
官
僚
制
の
終
備
と
と
も
に
広
義
の
ア
ン
パ
ン
が
ベ
イ
レ
｜
ハ
フ
ァ
ン
へ
と
組
織
化

37 

さ
れ
た
結
果
ハ
ン
ベ
イ
レ
ハ
フ
ァ
ン
ジ
ュ
セ
ン
と
な
り
ニ
ル
の
構
成
員
と
し
て
八
旗
的
統
制
下
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
と
さ
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F

刊
凶
〕

、j
L

n

一。

み
4
才
／石

僑
氏
の
見
解
に
よ
っ
て
、

は
ほ
ジ
ュ
セ
ン
の
問
題
は
論
議
の
余
地
が
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
こ
で
今
少
し
検
討
を
加
え
て
み
た

し、。
ジ
ュ
セ
ン
は
奴
隷
で
も
な
い
し
、
或
は
安
部
氏
の
言
は
れ
る
如
き
隷
民
と
し
て
イ
ル
ゲ
ン
の
下
に
位
置
す
る
も
の
で
も
な
い
。

私
的
に

エ
ジ
ェ
ン

a
g
（
主
人
）
に
従
属
す
る
ア
ハ
と
は
異
リ
、
最
終
的
に
は
ハ
ン
に
帰
属
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

天
命
六
年
閏
二
月
一
七

日
の
条
で
「
諸
一
上
ゲ

2
2
は
ジ
ュ
セ
ン
を
、
ジ
ュ
セ
ン
は
諸
王
を
愛
し
め
。
ア
ハ
は
主
（
エ
ジ
ェ
ン
）
を
、
主
は
ア
ハ
を
愛
し
め
。
ア
ハ

は
自
ら
耕
し
た
回
の
穀
を
主
と
共
に
食
べ
よ
」
と
あ
り
、
ジ
斗
セ
ン
に
於
け
る
公
的
統
属
関
係
と
、
ア
ハ
に
於
け
る
私
的
統
属
関
係
の
異

る
次
元
に
於
け
る
関
係
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

こ
れ
と
同
様
の
表
現
と
し
て
は
、

天
命
六
年
間
二
月
二
八
日
の
条
で
は
「
ハ
ン
の
善
に

み
使
用
さ
れ
、
こ
の
三
者
は
同
時
に
「
専
ら
に
さ
せ
る
」
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。

一
方
そ
れ
と
は
逆
の
立
場
に
あ
る
の
が
ア
ハ

グ
チ

グ
ル
ン
の
善
に
と
っ
て
は
ハ
ン
が
菩
な
る
こ
と
ぞ
。

と
っ
て
は
ベ
イ
レ
が
善
は
る
こ
と
ぞ
」
と
あ
る
。

と
っ
て
は
グ
ル
ン
が
、

ベ
イ
レ
の
善
に
と
っ
て
は
ジ
ュ
セ
ン
が
、
ジ
ュ
セ
ン
の
善
に

こ
の
場
合
の
ハ
ン
と
グ
ル
ン
、

ベ
イ
レ
と
ジ
ュ
セ
ン
の
関
係
も
ま
た
異
る
次
元
の
表
現

で
あ
っ
て
、
グ
ル
ン
と
ジ
ュ
セ
ン
の
用
語
で
も
っ
て
指
し
示
す
対
象
は
確
か
に
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
そ
こ
に
は
何
ら
か
の

概
念
の
差
違
が
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ジ
ュ
セ
ン
が
資
料
に
お
い
て
現
わ
れ
る
場
合
は
、
例
え
ば
万
暦
三
五
年
三
月
の
条
に
、

EMF曲
目
（
大
人
）
に
管
轄
せ
よ
と
て
与
え
た
ジ
ュ
セ
ン
を
皆
取
っ
た
己
ま
た
天
命
四
年
三
月
三
日
の
条
で
は
「
ハ
ン
の
宗
弟
ワ
ン
サ
ン

に
与
、
え
た
ア
ハ
、
ジ
ュ
セ
ン
を
皆
奪
っ
た
」
な
ど
で
あ
る
。

「
ナ
チ
ブ

2
2
p
g
と
い
う
名
の
ア
ン
パ
ン

ヨ
「
同
国
m州
国
間
ロ

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は

そ
れ
ぞ
れ
の
身
分
の
統
属
関
係
を
示

す
用
語
で
あ
る
。

『
奮
満
洲
棺
』

に
現
わ
れ
る
主
な
用
語
例
を
ま
と
め
る
と

「
管
轄
す
る
」
が
ジ
ュ
セ
ン
、
漢
人

一
ル
に
対
し
て
の



ュ
や
グ
ル
ン
イ
ル
ゲ
ン
で
あ
る
。

「
管
轄
す
る
」
と
「
専
ら
に
さ
せ
る
」
と
の
違
い
は
、
結
局
所
有
関
係
に
帰
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
、
つ
。

マンンユ ~E］家の社会m；立

~とそ＼
ア グ ゲ イ ン j莫
ノ＼ チ ノレ ／レ 二L 人 lレ

二L ン ゲ セ
ン ン

与える burnbi 。。。。。。
管轄する kadalambi 。。。
専らにさせる salibumbi 。。。。
分ける dendembi 。 。
賞賜する sangnamebumbi 。 。
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ま
た
天
命
六
年
間
二
月
二
八
日
の
条
に
は
グ
ル
ン
・
イ
ル
ゲ
ン
、
或
は
ジ
ュ
セ
ン
・
イ

ル
ゲ
ン
の
例
も
見
え
る
。

こ
の
場
合
両
者
は
熟
語
と
し
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
グ

ル
ン
、
イ
ル
ゲ
ン
、
ジ
ュ
セ
ン
を
同
一
の
も
の
と
し
て
み
る
よ
り
は
、

「
グ
ル
ン
た
る
イ

ル
ゲ
ン
」
、
「
ジ
ュ
セ
ン
た
る
イ
ル
ゲ
ン
」
と
解
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
う
す
る
と
ジ

ユ
セ
ン
は
ニ
ル
等
と
も
に
「
管
轄
さ
れ
る
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、

ベ
イ
レ
、

ハ
フ
ァ
ン
の

管
轄
下
に
八
旗
的
統
制
下
な
い
し
は
官
僚
制
的
秩
序
に
於
け
る
存
在
で
示
し
、

か
っ
そ
の

身
分
が
イ
ル
ゲ
ン

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。

（民）

即
ち

表．統属関係を示す用語

イ
ル
ゲ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
語
に
由
来
す
る
外
来
語
で
あ
り
、
女
真
社
会
に
於
け
る
特
定
の
社

会
的
身
分
集
団
を
一
市
す
言
葉
で
は
な
く
、
社
会
的
身
分
の
上
下
を
一
不
す
た
め
に
補
足
的
に

使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

イ
ル
ゲ
ン
に
つ
い
て
安
部
氏
は
「
甲
士
を
主
と
す
る
ボ
イ
ゴ
ン
ゲ
2
m
g
（
編
戸
）

の
民

（
イ
ル
ゲ
ン
）
」
と
し
て

（
隷
民

の
上
位
に
位
置
す
る
身
分
と
さ
れ
る
。

ジ
ュ
セ
ン

そ
の
根
拠
と
し
て
崇
徳
一
花
（
一
六
三
六
）
年
四
月
十
六
日
に
モ
ン
ゴ
ル
の
カ
ル
カ
関
包
宮

部
出
身
の
エ
ン
ゲ
デ
ル
・
エ
フ
開
口
語
え
角
田
口
の
病
没
の
際
の
記
事
を
挙
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
「
一
つ
の
城
、
イ
ル
ゲ
ン
、
ジ
ュ
セ
ン
、

ア
ハ
、
ト
ク
ソ

Z
Z。
（
屯
荘
）
、
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金
、
銀
：
：
：
」
と
列
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
石
橋
氏
は
こ
の
イ
ル
ゲ
ン
を
城
に
関
連
す
る
イ
ル
ゲ
ン
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
ジ
ユ

セ
ン
は
諸
王
並
に
相
応
す
る
ジ
ュ
セ
ン
を
付
与
き
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

一
般
的
に
言
え
ば
、
イ
ル
ゲ
ン
の
用
語
が
現
れ
る
の
は
、
先
述
の
如
き
熟
語
の
例
か
或
は
漢
人
な
ど
の
場
合
が
多
い
。

天
命
六
年
五
月

五
日
の
鎮
江
地
方
の
反
乱
の
際
、
漢
人
へ
の
書
に
は
「
汝
等
は
昔
大
明
皇
帝
の
イ
ル
ゲ
ン
で
あ
っ
た
。
天
は
遼
東
の
地
を
我
に
与
へ
れ
ば
、

今
我
が
イ
ル
ゲ
ン
ぞ
」
と
あ
る
。
ま
た
同
年
七
月
二
七
日
の
条
で
は
「
優
荘
の
イ
ル
ゲ
ン
・
イ
・
ニ
ヤ
ル
マ
品
者

g
－E
Z
E釦
（
民
の

人
）
」
の
表
現
が
あ
り
、
同
じ
く
一
一
月
二
二
日
に
下
し
た
ハ
ン
の
書
で
は
「
ジ
ュ
セ
ン
人
、
漢
人
は
皆
ハ
ン
の
イ
ル
ゲ
ン
に
な
っ
て
い
る
」

と
あ
る
。

従
っ
て
崇
徳
元
年
四
月
十
六
日
の
条
の
イ
ル
ゲ
ン
も

エ
ン
ゲ
デ
ル
・
エ
フ
属
下
の
モ
ン
ゴ
ル
人
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
ジ
ュ
セ
ン
は

マ
ン
ジ
ュ
体
制
下
に
於
て

「
管
轄
さ
れ
る
」
民
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
前
者
の
イ
ル
ゲ
ン
は
マ
ン
ジ
ュ
体
制
a

下
で
は
グ
ル
ン
・
イ
ル
ゲ

ン
と
し
て
「
専
ら
に
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
民
と
い
え
る
。

グ
ル
ン
・
イ
ル
ゲ
ン

先
に
触
れ
た
如
く
「
ジ
ュ
セ
ン
た
る
イ
ル
ゲ
ン
」
と
し
て
理
解
す
る
と
、

「
専
ら
に
す
る
」
で
一
京
き
れ
る

「
グ
ル
ン
た
る
イ
ル
ゲ
ン
」

天
命
六
年
間
二
月
二
八
日
の
ヌ
ル
ハ
チ
の
言
に
「
ハ
ン
の
善
に
と
っ
て
は
グ
ル
ン
が
、

グ
ル
ン
の
善
に
と
っ
て
は
ハ
ン
が
善
な
る
こ
と

戸田｝

ベ
イ
レ
の
善
に
と
っ
て
は
ジ
ュ
セ
ン
が
、
ジ
ュ
セ
ン
の
善
に
と
っ
て
ベ
イ
レ
が
善
な
る
こ
と
ぞ
」
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
グ
ル
ン
と

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

ぞは
万
暦
四
三
二
六
一
五
）
年
十
二
月
の
条
に
「
ス
レ
・
ク
ン
ド
ウ
レ
ン
・
ハ
ン
∞
ロ
吋
巾

F
E
E
－s
z
gの
集
め
た
多
く
の
グ
ル
ン
を



皆
均
し
く
整
へ
数
へ
て
、
三

O
O
男
を
一
ニ
ル
と
な
し
・
：
」
と
あ
る
如
く
、
則
ち
ハ
ン
の
民
で
あ
り
ま
た
一
二

O
O
男
よ
り
な
る
ニ
ル
の
構

（
恨

ω）

成
員
で
あ
る
。
で
は
こ
の
グ
ル
ン
に
は
何
如
な
る
身
分
が
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
命
六
年
三
月
に
ヌ
ル
ハ
チ
は
八
旗
の
兵
を
率
い

て
明
の
遼
東
に
侵
入
し
、
濯
陽
城
や
遼
東
城
等
を
落
し
て
遼
東
を
得
た
が
、
鎮
江
地
方
で
は
明
将
の
毛
丈
竜
の
策
動
に
よ
っ
て
容
易
に
マ

ン
ジ
ュ
国
の
支
配
に
服
さ
な
か
っ
た
。
井
戸
に
毒
を
投
じ
た
り
或
い
は
水
や
塩
に
毒
を
盛
っ
た
り
、
豚
に
毒
を
食
べ
さ
せ
て
売
る
と
い
う

よ
う
な
ゲ
リ
ラ
活
動
が
展
開
さ
れ
、
鎮
江
地
方
の
漢
人
は
叛
き
て
毛
丈
竜
に
通
謀
す
る
に
至
っ
た
。

そ
こ
で
三
千
の
兵
が
派
遣
さ
れ
反
乱

は
鎮
圧
さ
れ
た
が
、

そ
の
際
の
記
事
と
し
て
、

天
命
六
年
七
月
二
七
日
の
条
で
「
鎮
江
地
方
の
叛
い
た
グ
ル
ン
を
降
し
に
行
っ
て
、
叛
かニぬ）

一
万
二
干
の
オ
ル
ジ
を
連
れ
来
た
」

マン、γュ［t［＇~（の社会構造

な
か
っ
た
グ
ル
ン
を
戸
に
編
し
て
留
め
た
。
叛
い
た
グ
ル
ン
を
オ
ル
ジ
。
Z
F

（
伴
虜
）
と
な
し
て
、

と
あ
る
。
ま
た
同
年
十
月
二
五
日
に
下
し
た
ハ
ン
の
書
で
は
「
我
が
政
道
、
法
度
が
明
ら
か
で
正
し
い
の
を
嘉
と
し
て
、

明
（
ニ
カ
ン
）

の
皇
帝
（
ハ
ン
）
の
河
東
の
遼
東
の
地
を
我
に
与
え
た
。
今
ジ
ュ
セ
ン
人
も
漢
人
（
ニ
カ
ン
）
も
皆
同
じ
ハ
ン
の
グ
ル
ン
と
な
っ
て
い
る

ぷ
サ
と
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
グ
ル
ン
に
は
ジ
ュ
セ
ン
人
も
新
附
の
漢
人
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
グ
ル
ン
に
含
ま
れ
な
い
身
分
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
同
年
十
一
月
二
七
日
に
ヌ
ル
ハ
チ
は
新
附
の
漢
人
に
対
し
て
「
河
東
の
者
を
皆

男
を
数
へ
て
ジ
ュ
セ
ン
人
、
漢
人
の
ハ
フ
ァ
ン
等
に
同
じ
く
分
け
て
管
轄
さ
せ
る
。
漢
人
の
ハ
フ
ァ
ン
等
が
財
貨
を
取
る
か
。
ジ
ュ
セ
ン

人
の
ハ
フ
ァ
ン
等
が
財
貨
を
取
る
か
。
我
の
言
に
背
き
て
財
貨
を
取
り
グ
ル
ン
を
苦
し
め
る
ハ
フ
ァ
ン
を
降
す
。
我
の
言
に
背
か
ぬ
正
し

戸田）

く
良
い
ハ
フ
ァ
ン
を
陸
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
グ
ル
ン
に
対
し
て
ハ
フ
ァ
ン
が
対
立
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ヌ
ル
ハ
チ
の
次
子
ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
〉
自
ゲ
由
回
巾
即
日
巾
即
ち
ダ
イ
シ
ャ
ン

U
3
w
g
の
子
シ
ョ
ト

ω。
ぎ
が
他
の
諸
王
と
と
も
に

ま
た
、

逃
亡
を
図
り
罪
を
得
た
際
、

天
命
五
年
九
月
一
三
日
に
、

ダ
イ
シ
ャ
ン
が
ヌ
ル
ハ
チ
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
に
生
れ

41 

た
子
が
、
我
を
悪
と
て
逃
げ
れ
ば

ハ
ン
な
る
父
の
専
ら
に
さ
せ
た
グ
チ
ユ

グ
ル
ン
が
我
が
も
と
で
何
如
に
し
て
暮
せ
よ
う

（
朋
友
）
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か
。
子
が
是
で
我
が
非
な
ら
ば

ハ
ン
な
る
父
の
掌
握
さ
せ
た
政
道
か
ら
我
は
避
け
よ
う
。
継
母
の
言
を
容
れ
て
、
子
に
我
が
グ
チ
ュ
、

グ
ル
ン
を
与
へ
付
、
家
の
ア
ハ
、
馬
、
牛
の
牧
群
を
亨
り
に
さ
せ
ず
、
着
る
も
の
、
食
べ
る
も
の
を
豊
か
に
与
へ
な
け
れ
ば
、
我
が
妻
を

我
が
殺
そ
、
？
・
・
己

こ
れ
ら
の
ジ
ュ
セ
ン
が
特
定
の
身
分
を
示
す
の
か
、
或
は
単
に
部
下
の
意
味
に
使
用
さ
れ
た
の
か
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
方
グ

以
上
の
こ
と
か
ら
グ
チ
ュ
と
ア
ハ
が
グ
ル
ン
か
ら
除
か
れ
る
。

以
上
の
事
を
整
理
す
る
と
、
グ
ル
ン
と
は
ハ
ン
が
集
め
た
民
を
表
し
、
漢
人
も
含
ま
れ
る
。
但
し
そ
の
場
合
に
は
ハ
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て

管
轄
さ
れ
、

あ
く
ま
で
も
対
象
が
漢
人
の
場
合
の
み
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
逆
に
漢
人
の
社
会
的
地
位
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
次
に

グ
ル
ン
は
ハ
ン
な
い
し
ベ
イ
レ
に
帰
属
し
か
っ
ア
ン
パ
・
ベ
イ
レ
か
ら
シ
ョ
ト
へ
の
如
く
分
与
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
ジ
ユ
セ
ン

は
そ
れ
に
対
し
て

ハ
ン
に
の
み
帰
属
し
、

ベ
イ
レ
や
ハ
フ
ァ
ン
は
そ
の
管
轄
に
あ
た
る
の
み
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
グ
ル
ン
は
私
有
民

と
し
て
、
ジ
ュ
セ
ン
は
公
民
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

グ
ル
ン
か
ら
ジ
ュ
セ
ン

満
洲
実
録
に
は
ジ
ュ
セ
ン
の
用
例
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
。
万
暦
十
一
年
の
条
に
「
ス
レ
・
ベ
イ
レ

ω
z
Z
回冊目】巾

（
ヌ
ル
ハ
チ
）
が

語
る
に

ニ
カ
ン
・
ワ
イ
ラ
ン

Z
F曲
目
当
曲
目
－

g
ょ
、
汝
は
我
が
父
の
ジ
ュ
セ
ン
の
数
の
内
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
同
じ
く
「
太
祖
ス
レ

ベ
イ
レ
に
向
い
て

四
ア
ン
パ
ン
が
語
る
に
我
等
を

諸
々
か
ら
先
ず
従
い
来
た
を
思
、
え
ば

ジ
ュ
セ
ン
と
為
す
な
か
れ
」

と
あ
る
。

ル
ン
の
用
語
も
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
自
満
洲
棺
』

は
同
時
代
の
記
録
で
あ
り

「
満
洲
実
録
』
は
崇
徳
元
年
に
初
修
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
当
然
用
語
の
変
更
、
統
一
も
あ
り
え
た
。



し
か
し
な
が
ら
少
《
と
も
天
命
期
に
あ
っ
て
は
グ
ル
ン
と
ジ
ュ
セ
ン
に
差
違
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

万
暦
三
七
年
二
月
の
条
に
ヌ
ル

ハ
チ
が
弟
の
シ
ュ
ル
ガ
チ
巴
号
明
白
巳
l
∞
号
哲
三
に
「
弟
よ
、
汝
の
暮
す
道
宮
丘
町
市

Log
た
る
グ
ル
ン
、
グ
チ
ュ
は
我
等
の
父
が

二
羽
）

兄
た
る
我
が
与
え
た
グ
ル
ン
、
グ
チ
ュ
ぞ
」
と
語
っ
て
い
る
。

専
ら
に
さ
せ
た
グ
ル
ン
、
グ
チ
ュ
で
は
な
い
ぞ
。

つ
ま
り
グ
ル
ン
は
そ
の

所
有
者
に
と
っ
て
「
暮
す
道
」
、
生
計
を
助
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
ジ
ュ
セ
ン
は
ベ
イ
レ

ハ
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
管
轄
さ
れ
る
存

在
だ
が
、

そ
の
管
轄
関
係
を
示
す
用
例
は
不
明
で
あ
る
。

天
命
七
年
六
月

し
か
し
、
ジ
ュ
セ
ン
と
同
じ
く
管
轄
さ
れ
る
漢
人
の
例
だ
と
、

十
日
の
条
に
「
（
副
将
の
）
ア
ブ
ト
ゥ
・
パ

l
ト
ル

〉
ゲ
ロ
タ
同
切
知
P
M吋

は
彼
に
合
し
た
新
附
の
漢
人
を
し
て
、
彼
の
家
を
ア
ル
パ
ン
曲
目

v
g

7ンジ LIEl’ぶの村会構造

（
正
賦
）

で
造
ら
せ
た
。
ま
た
罪
あ
る
者
を
勝
手
に
鞭
打
っ
た
と
て
、
彼
に
与
え
た
漢
人
を
皆
取
り
三
十
両
の
罪
と
す
る
よ
う
に
法
の
諸

官
官
ロ
－
田
岡
田
ゲ
由
回
国
が
審
問
し
て
い
た
」
と
あ
る
。

大
臣

こ
の
記
事
か
ら
し
て
管
轄
関
係
に
於
て
は
私
的
利
用
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う

だ
。
ま
た
天
命
八
年
三
月
二
八
日
の
条
で
は
「
ジ
ュ
セ
ン
人
、
漢
人
の
ハ
フ
ァ
ン
等
に
各
々
割
り
当
て
ら
れ
た
漢
人
が
何
か
送
り
来
た
時
、

－切で

山
羊
、
豚
、
財
貨
、
銀
、
草
、
穀
物
を
受
け
取
る
な
。
取
れ
ば
罪
」
と
あ
り
若
干
の
貢

魚
、
雄
、
野
鴨
、
果
実
は
受
け
取
れ
。
牛
、
羊
、

納
を
得
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

さ
て
グ
ル
ン
・
イ
ル
ゲ
ン
と
ジ
ュ
セ
ン
・
イ
ル
ゲ
ン
両
者
の
関
係
を
考
察
し
て
み
る
に
、
恐
ら
く
ク
ル
ン
か
ら
ジ
ュ
セ
ン
へ
と
移
行
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

天
聡
四
年
四
月
三
十
日
の
条
に
太
宗
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
言
と
し
て
「
我
は
金
、
銀
、
鍛
、
財
貨
を
多
く
得
た
と
て

喜
ば
な
い
。

人
を
多
ぐ
得
た
と
い
う
時
に
喜
ぶ
。
金
、
銀
、
鍛
、
財
貨
と
い
う
も
の
は
無
く
な
り
尽
き
る
も
の
。
人
は
尽
き
る
か
。

｛回一

そ
れ
に
生
ま
れ
た
子
等
は
皆
我
等
の
ジ
ュ
セ
ン
と
な
る
ぞ
」
と
あ
る
。
天
命
期
に
あ
っ
て
は
グ
ル
ン
よ
り
ジ

得
れ
ば
皆
グ
ル
ン
の
同
類
、

ユ
セ
ン
で
表
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
記
事
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
、

そ
の
歴
史
的
背
景
が
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま

43 

り
私
有
民
た
る
、
グ
ル
ン
が
、

八
旗
的
統
属
機
構
の
整
備
と
と
も
に
公
民
た
る
ジ
ュ
セ
ン
へ
と
移
行
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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ま
た
グ
ル
ン
、
ジ
ュ
セ
ン
と
も
に
イ
ル
ゲ
ン
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
ア
ハ
を
念
頭
に
於
て
の
表
現
で
あ
っ
て
、
決
し
て
自
由
民
と
い
え

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
万
暦
四
三
年
一
二
月
の
条
に

「
グ
ル
ン
に
穀
の
ア
ル
パ
ン
を
取
れ
ば
、
グ
ル
ン
が
苦
し
む
と
て
、

一泊｝

十
人
の
男
と
四
頭
の
牛
を
公
に
出
さ
せ
て
、
空
地
に
田
を
耕
さ
せ
て
、
穀
を
多
く
得
て
庫
が
充
ち
て
・
：
」
と
あ
り
、
天
命
五
年
三
月
の
条

｛白一

ア
ル
パ
ン
の
千
人
が
働
い
た
と
あ
る
。
ま
た
天
命
六
年
四
月
十
六
日
の
条
に
「
ハ
ン
の
家
で

一
ニ
ル
の

に
長
皇
子
〉

B
Z
〉
習
の
家
を
建
て
る
際
、

者
に
は
布
各

働
く
一
ニ
ル
の
各
二
人
、
十
五
ニ
ル
の
各
一
人
の
ジ
ヤ
ン
ギ
ン

E
ロ
明
四
時
国
を
賞
し
、
ジ
ャ
ン
ギ
ン
に
毛
青
布
各
二

を
与
え
た
」
と
あ
る
。

、
働
く
ア
ル
パ
ン
の

穀
に
よ
る
貢
納
が
復
活
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

そ
れ
ら
の
負
担
し
た
の
が
グ
ル
ン
や
ジ
ュ
セ
ン
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
安
部
氏
が
ジ
ュ
セ
ン

天
命
六
年
の
記
事
で
は
そ
の
他
の
賦
役
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

一回一

る
。
ま
た
天
命
八
年
二
月
十
六
日
の
条
で
は
、
都
堂
の
書
と
し
て
「
各
ニ
ル
の
三
百
人
の
男
か
ら
二
百
石
の
穀
を
取
る
」
と
あ
り
、
再
ぴ

万
暦
四
三
年
の
記
事
で
は
貢
納
か
ら
賦
役
耕
作
へ
の
移
行
が
記
さ
れ
、

を
「
奴
僕
で
は
な
い
が
然
し
ほ
と
ん
ど
奴
僕
同
様
に
役
属
、
侵
虐
き
れ
」
る
隷
民
と
さ
れ
た
の
は
一
面
で
彼
等
の
境
遇
を
指
摘
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

四

ア
ハ

ア
ノ＼

（
奴
僕
）
に
つ
い
て
朝
鮮
の
李
民
棄
の
「
建
州
聞
見
録
」
に

白
奴
曾
諸
子
下
至
胡
皆
有
奴
牌
（
互
相
売
買
）
農
庄
（
将
胡
則
多
至
五
十
徐
所
）
、
奴
牌
耕
作
以
職
其
主
。

軍
卒
則
璃
刀
剣
、
無
事
於

農
畝
者
。

と
あ
る
よ
う
に
家
畜
と
同
様
に
売
買
さ
れ
る
私
有
財
産
即
ち
奴
隷
と
考
、
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
晴
亭
雑
録
』
に
、



（四一

国
初
時
、
停
掠
遼
滞
之
民
、
悉
為
満
臣
奴
隷
、
文
皇
帝
潤
丈
、
抜
其
少
壮
者
為
兵
。

と
あ
り
、
中
山
八
郎
は
中
山
天
命
六
年
に
得
た
遼
東
の
漢
人
が
全
て
奴
僕
と
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
た
。

ア
ハ
の
起
源
に
関
し
て
安
部
氏
は
、
満
洲
人
の
戦
争
目
的
が
、
人
口
、
牲
畜
及
ぴ
財
賓
の
獲
得
に
あ
り
、
掠
奪
戦
争
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

敵
手
人
口
を
区
別
す
る
原
則
と
し
て
、
敵
者
は
殺
し
、
降
者
は
ボ
イ
ゴ
ン
（
編
戸
）
と
し
て
自
己
の
体
制
内
に
取
り
い
れ
或
は
只
の
自
由

民
と
し
、
数
に
於
て
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
た
拒
者
を
停
獲
し
オ
ル
ジ
。
古
（
捕
虜
）
と
な
し
ニ
ル
の
ト
ク
ソ

や
ア
ハ
と
な
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
の
一
と
し
て
、
天
聡
七

（
屯
荘

の
ジ
ュ
セ
ン

マンジュ国家の社会構造

の
上
奏
の
う
ち
の
次
の
言
を
挙
げ
ら
れ
る
。

（
一
六
一
三
二
）
年
六
月
戊
寅
の
征
明
戦
争
に
あ
た
っ
て
の
グ
サ
・
エ
ジ
エ

ン

ヤ
ン
グ
リ

J
『

g語
ロ
ユ
（
楊
古
利
）

悌
不
得
城
壁
、
則
令
兵
縦
署
、
焚
其
躍
。
敵
者
殺
之
、
拒
者
停
之
、
降
者
編
為
戸
口
。
所
停
各
照
牛
末
派
歎
上
献
。
至
於
兵
士
所
獲
、

不
計
多
寡
、
聴
其
白
取
。

ま
た
天
聡
八
年
九
月
甲
戊
の
条
に

上
以
季
思
暗
征
瓦
爾
略
、
所
伴
人
民
、
末
経
分
接
、
遣
英
俄
爾
岱
、
龍
什
、
穆
成
格
、
輿
大
貝
動
代
善
、

目
、
此
伴
獲
之
人
、
不
必
如
前
八
分
均
分
、
首
補
壮
丁
不
足
之
旗
。

八
旗
制
設
牛
求
、

一
例
定
為
三
十
牛
求
。
如
一
旗
於
三
十
牛
求

及
諸
貝
勅
等
会
議
、
諭
之

之
外
、
徐
者
即
行
裁
去
、
以
補
各
旗
三
十
牛
京
之
不
足
者
。
如
有
不
満
三
十
牛
求
旗
分
、
揮
年
壮
堪
任
牛
京
之
人
、
量
能
授
、
統
領

所
管
壮
丁
、
別
居
一
室
、
倹
後
有
伴
獲
、
再
行
補
足
。

と
あ
り

こ
れ
ら
伴
獲
せ
ら
れ
た
人
即
ち
オ
ル
ジ
が

一
部
は
ア
ハ
と
さ
れ

一
部
は
ジ
ュ
セ
ン
と
し
て
ニ
ル
の
ト
ク
ソ
に
然
る
べ
く

分
給
さ
れ
る
と
安
部
氏
は
解
さ
れ
て
い
る
。

45 

し
か
し
こ
れ
ら
の
記
事
は
む
し
ろ
天
聡
七
・
八
年
以
前
に
あ
っ
て
は
、

オ
ル
ジ
を
ア
ハ
と
し
て
処
分
し
て
い
た
の
が
、

一
ル
の
壮
丁
数
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に
不
足
を
生
じ
、
ジ
ュ
セ
ン
の
概
念
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
て
ニ
ル
に
分
給
せ
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

万
暦
四
三
年
十
二
月
の
条
に

「
最
初
か
ら
征
伐
す
る
時
、
得
た
オ
ル
ジ
ガ
多
い
時
に
は
均
し
く
分
げ
て
い
た
。

オ
ル
ジ
が
少
い
時
は
、

意
味
を
も
つ
か
と
い
う
と
疑
問
で
あ
る
。

ウ
ラ
国
は
ヌ
ル
ハ
チ
の
マ
ン
ジ
ュ
国
と
永
年
対
立
し
て
来
た
国
で
あ
り
、

一
方
の
東
海
諸
国
は

百
頭
の
羊
を
百
人
が
食
べ
れ
ば
足
り
ず

て

一
頭
の
羊
を
一
人
が
食
べ
れ
ば
足
り
な
い
と
い
う
。

一
つ
も
な
い
者
に
与
え
た
い
と
一
人
に
満
足
に
与
え
て
い
た
」
と
あ
勺
〕
こ
の
場
合
、
当
然
分
け
与
え
る
べ
き
オ
ル
ジ
は
ア
ハ
主
し

こ
れ
を
衆
人
に
分
け
れ
ば
誰
に
足
り
る
と

て
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
オ
ル
ジ
と
称
さ
れ
編
戸
さ
れ
た
例
も
あ
る
。
万
暦
四
一
年
正
月
の
条
で
、
ウ
ラ
国
を
減
り
「
す
べ
て
の
グ
ル
ン
を
皆
得

て
十
泊

L
、
大
城
に
営
を
設
け
て
オ
ル
ジ
を
分
配
し
た
。
万
戸
を
作
っ
て
連
れ
来
た
戸
日
】
と
あ
り
、
ま
た
天
命
二
年
に
東
海
の
末
服
の
諸
国

を
征
服
し
た
後
、
六
月
に
「
敗
走
し
出
て
免
れ
た
者
を
蓋
く
取
っ
た
。
す
べ
て
三
百
人
の
オ
ル
ジ
を
得
た
。
百
戸
を
作
っ
た
。
そ
れ
か
ら

兵
は
還
り
来
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
ウ
ラ
国
の
場
合
、
万
戸
に
作
ら
れ
た
の
は
一
般
の
グ
ル
ン
で
あ
り
、
そ
れ
と
は
別
に
オ
ル
ジ
と

さ
れ
た
者
が
分
配
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
東
海
諸
国
の
場
合

「
敗
走
し
出
て
免
れ
た
者
」
が
「
オ
ル
ジ
」
で
か
つ
「
百
戸
」
と
さ

れ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
万
戸
」
や
「
百
戸
」
と
い
う
表
現
は
明
ら
か
に
、
分
配
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
集
団
と
し
て
そ
の
ま
ま
ヌ
ル
ハ
チ
の

属
下
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
安
部
氏
の
言
う
ジ
ュ
セ
ン
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ウ
ラ
国
の
オ
ル
ジ
と
東
海
諸
国
の
オ
ル
ジ
が
一
律
に
同
じ

単
に
未
服
の
国
に
過
ぎ
な
い
。

確
か
に
、

ア
ハ
の
多
く
は
ー
オ
ル
ジ
に
由
来
す
る
が
、
し
か
し
オ
ル
ジ
の
内
容
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
が
あ
り
、
編
戸
さ
れ
る
場
合
も
み

ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
も
っ
て
安
部
氏
の
言
わ
れ
る
如
く
、
ジ
ュ
セ
ン
の
起
源
を
オ
ル
ジ
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る



こ
の
ア
ハ
の
性
格
に
つ
い
て
一
般
的
に
は
家
内
奴
隷
と
さ
れ
、

ま
た
農
耕
奴
隷
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
明
代
女
隷
制
社
会
と
解
す

る
場
合
、
こ
の
ア
ハ
の
存
在
が
念
頭
に
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、

即
ち
ア
ハ
を
量
的
過
大
評
価
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
Q

河
内
良
弘
氏
が
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
女
真
社
会
に
於
け
る
奴
隷

天
命
六
年
三
月
二
二
日
の
条
に
コ
ル
チ
ン
問
。

2
5
の
ナ
ン
ス
・
ラ
マ

zgm窓
口
「

2
5一
属
下
の
ジ
ュ
セ
ン
六
三
戸
が
使
役
す
る
ア
ハ

と
し
て
男
女
各
五
十
人
を
与
え
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
の
他
の
奴
隷
所
有
主
（
エ
ジ
ェ
ン
）
と
し
て
の
ハ
フ
ァ
ン
や
兵
士
の
場
合
も
限
定

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
重
視
さ
る
べ
き
は

ハ
ン
或
は
ベ
イ
レ
の
民
で
あ
る
グ
ル
ン
や
ジ
ュ
セ
ン
で
あ
り
、
彼
等
が
マ
ン
ジ
ュ
国
に
あ
っ

7 ンジュ国家の社会構造

て
は
主
要
な
生
産
者
で
あ
っ
た
ろ
う
。

手
編
戸
漢
人

天
命
三
年
以
後

マ
ン
ジ
ュ
社
会
に
多
数
の
漢
人
が
編
入
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
漢
人
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

先
ず
そ
の
編
入
過
程
か
ら
み
て
み
よ
う
。

正
命
三
年
四
月
、

ヌ
ル
ハ
チ
は
八
旗
の
兵
を
率
い
て
明
の
境
内
に
侵
入
し
、
十
五
日
に
撫
順
を
陥
し
入
れ
て
三
十
万
の
オ
ル
ジ
（
停
虜
）

を
得
た
後
、
帰
還
し
た
。
十
六
日
の
条
に

「
こ
れ
よ
り
各
処
に
進
入
し
た
兵
は
皆
撫
西
（
撫
順
）
城
の
西
方
の
野
に
会
し
て
、
一
民
り
還

っ
て
、
境
の
も
と
の
ギ
ャ
パ
ン

2
3
r
g
の
野
に
兵
営
を
設
け
て
、
二
一
十
万
の
オ
ル
ジ
を
分
け
、

千
戸
に
作
っ
た
」
と
あ
り
、
一
一
六
日
に

は
「
撫
西
か
ら
来
た
千
戸
の
父
子
、
兄
弟
を
分
け
な
か
っ
た
。
夫
婦
を
離
さ
な
か
っ
た
。
戦
い
で
会
い
得
な
か
っ
た
兄
弟
、

父
子
、
夫
婦
、

親
類
、
家
の
ア
ハ
の
全
て
の
も
の
を
、
皆
家
に
来
て
、
皆
査
べ
て
、
会
わ
せ
与
え
た
。

そ
の
上
馬
、
牛
、

ア
ハ
、
衣
服
、
会
、
樗
、
穀
や

47 

殺
し
て
食
べ
よ
と
千
頭
の
牛
を
与
え
た
。
：
：
も
と
ど
お
り
彼
の
明
国
の
例

r。。
r
で
大
小
の
官
人
を
立
た
せ
て
、
彼
の
も
と
の
主
、
遊
撃
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李
永
芳
に
与
え
て
管
轄
さ
せ
た
」
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
十
万
の
漢
人
は
オ
ル
ジ
と
し
て
、

マ
ン
ジ
ュ
の
支
配
下
に
入
っ
た
も
の
の
、
編
戸
の
民
と
し
て
そ
の
一
部
の
者

は
ア
ハ
を
所
有
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
三
十
万
と
い
う
数
字
は
信
用
し
難
い
が
、

と
こ
ろ
で
先
述
の
如
く
鎮
江
地
方
で
は
容
易
に
マ
ン
ジ
ュ
の
支
配
に
服
さ
ず
争
乱
が
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

天
命
六
年
五
月
五
日

と
も
か
く
多
数
の
漢
人
が
一
時
に
マ
ン

日ンュ。

に
組
み
こ
ま
れ
た
た
め
、
当
初
は
従
来
通
り
の
明
制
に
よ
る
統
治
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彼
等
を
懐
柔
す
る
た
め
、
同
年

閏
四
月
八
日
に
は
ヌ
ル
ハ
チ
の
子
ア
パ
タ
イ

KFEz－
の
長
女
が
李
永
芳
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

天
命
四
年
三
月
二
日
に
は
サ
ル
フ

∞R
E
の
戦
い
で
マ
ン
ジ
ュ
国
は
明
に
勝
利
し
、
そ
の
余
勢
を
駆
っ
て
六
月
に
関
原
、
七
月
に
銑

嶺
を
得
て
、

さ
ら
に
八
月
に
は
エ
ホ
を
減
ぽ
し
、
ジ
ュ
セ
ン
民
族
を
統
一
す
る
に
至
っ
た
。

マ
ン
ジ
ュ
の
漢
人
支
配
が
有
効
に
実
施
さ
れ

甲、，－、
h
ノ、．

f
f
M目、ヵ

天
命
六
年
に
至
る
ま
で
漢
人
問
題
は
発
生
し
な
い
。

つ
い
に
マ
ン
ジ
ュ
は
遼
東
に
侵
入
し
滞
陽
、
遼
陽
等
を
占
領
し
遼
東
を
手
に
入
れ
た
。
そ
れ
と
共
に
新
附
の
漢
人
も

八
旗
制
度
の
も
と
に
統
轄
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
一
九
日
に
下
し
た
ハ
ン
の
書
に
は
「
一
緒
に
な
っ
た
漢
人
の
馬
を
五
ニ
ル
の
馬

に
合
わ
せ
て
代
子
島
包

2
ニ
ル
の
主
が
率
い
て
見
守
れ
」
と
あ
る
。

天
命
六
年
三
月
、

の
条
に
「
遼
東
地
方
の
全
て
の
イ
ル
ゲ
ン
（
民
）
は
皆
頭
を
剃
っ
て
降
っ
て
も
鎮
江
地
方
の
者

E
3吉
田
は
頭
を
剃
ら
ず
、
ま
た
遣
わ
し

た
使
者
を
殺
し
た
」
の
で
、
結
局
七
月
二
七
日
に

「
鎮
江
地
方
の
叛
い
た
グ
ル
ン
を
降
し
に
行
っ
て
、
叛
か
な
か
っ
た
グ
ル
ン
を
戸
に

作
っ
て
留
め
た
。
叛
い
た
グ
ル
ン
を
オ
ル
ジ
と
し
て
一
万
二
千
人
の
オ
ル
ジ
を
連
れ
来
た
」
の
で
あ
り
、
八
月
十
二
日
に
「
鎮
江
か
ら
連

れ
来
た
オ
ル
ジ
を
」
官
爵
の
あ
る
者
に
賞
L
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
新
附
の
漢
人
は
グ
ル
ン
或
は
イ
ル
ゲ
ン
も

し
く
は
ニ
カ
ン

（
漢
人
）
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
ジ
ュ
セ
ン
と
は
表
わ
さ
れ
な
い
。
即
ち
漢
人
は
ハ
ン
の
私
有
民
た



る
グ
ル
ン
・
イ
ル
ゲ
ン
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
ジ
ュ
セ
ン
人
と
の
混
同
を
避
け
た
結
果
と
も
い
え
る
が
、

そ
れ
よ
り
は
先
述
し

た
天
聡
四
年
四
月
三
十
日
の
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
言
の
如
く
グ
ル
ン
と
ジ
ュ
セ
ン
の
概
念
を
区
別
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

天
命
六
年
七
月
十
四

日
に
は
、

八
旗
の
た
め
に
、
海
州
地
方
に
十
万
胸
、
遼
東
地
方
に
二
十
万
駒
、
全
て
三
十
万
嗣
の
田
を
取
る
園
地
が
行
わ
れ
漢
人
の
移
住
、

明
実
録
の
天
啓
元
ご
六
二
二
年
一
二
月
辛
卯
の
記
事
に
、

（

m
M
W
）
 

案
、
昨
赴
耀
州
等
虞
男
婦
二
十
徐
蔦
口
北
行
：
：
：
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
漢
人
に
対
す
る
命
令
と
し
て
「
今
年
播
種
し
た
穀
は
各
自
取
れ
。

合
住
の
問
題
が
生
じ
た
。

「
遼
撫
王
化
貞
題
・
・
・
・
・
・
奴
将
各
虚
屯
民
尽
駆
出

我
は
今
回
を
数
へ
て

一
人
の
男
に
穀
を
播
種
す
べ
き
五
胸
、
棉
を
播
種
す
べ
き
一
駒
の
田
を
均
し
く
分
け
与
へ
る
。
汝
等
は
男
を
隠
す

7 ンンユ国家の社会精造

な
。
男
を
隠
せ
ば
回
を
得
ら
れ
な
い
ぞ
。

こ
れ
以
後
は
乞
食
者
を
乞
食
さ
せ
な
い
。
乞
食
に
和
尚
に
皆
田
を
与
へ
る
。
各
々
回
を
勤
め
耕

せ
。
三
人
の
男
に
一
嗣
の
ア
ル
パ
ン
（
正
賦
）
の
回
を
耕
さ
せ
る
。
二

O
人
の
男
に
一
人
の
男
を
兵
に
徴
す
る
。
同
じ
く
二

O
人
の
男
に

（
凹
叫
〉

一
人
の
男
を
ア
ル
パ
ン
で
仕
事
を
さ
せ
よ
」
と
あ
り
、
漢
人
は
賦
役
耕
作
や
兵
役
、
賦
役
労
働
の
負
担
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
命
六
年
十

戸
川
崎
）

二
月
十
日
の
条
に
あ
る
旧
例

p
gで
取
る
穀
を
始
め
と
す
る
種
々
の
貢
納
を
負
担
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
ア
ル
パ
ン
は
ジ
ユ

セ
ン
人
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
漢
人
は
マ
ン
ジ
ュ
経
済
の
最
大
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
ヌ
ル
ハ
チ
の
対
漢
人
政
策
が
充
分
な
成
功
を
得
た
と
は
言
い
難
い
。
天
命
六
年
十
一
月
二
十
七
日
の
条
で
は
、

「
遼
東

を
得
た
後
、
ジ
ュ
セ
ン
人
の
官
人
等
を
任
じ
て
管
轄
さ
せ
た
い
と
い
っ
て
、
汝
等
の
新
附
の
民
を
し
て
、
言
葉
を
理
解
せ
ず
、
苦
労
す
る

の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
、
漢
人
の
官
人
等
を
し
て
管
轄
さ
せ
て
い
る
の
だ
っ
た
」
と
あ
り
、
懐
柔
策
よ
り
出
発
し
た
が
、
遼
束
、
海
州

に
於
け
る
旗
地
設
置
後
、
漢
人
へ
支
給
す
る
土
地
が
不
足
し
た
結
果
、
満
漢
合
住
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
ジ
ュ
セ
ン
人
の
漢
人
圧
迫
が

顕
著
と
な
る
。

天
命
七
年
三
月
一
五
日
の
ハ
ン
の
書
に

田
を
ム
口
し

「
ジ
ュ
セ
ン
人
、
漢
人
が
合
し
て
住
む
。
穀
を
合
わ
せ
て
食
べ
よ
。

49 

耕
せ
と
合
し
さ
せ
て
い
る
ぞ
。
聞
け
ば
ジ
ュ
セ
ン
人
は
合
し
た
家
の
漢
人
の
牛
車
や
、
合
し
た
家
の
漢
人
を
し
て
持
た
せ
て
草
や
穀
を
運
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ば
せ
て
い
る
と
い
う
。

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
搾
取
す
る
と
い
う
。

そ
れ
を
汝
に
ア
ハ
と
し
て
与
え
た
の
で
は
な
い
」
と
あ
る
。

遼
東
南
部
に
於
け
る
漢
人
の
離
叛
に
対
し
、
結
局
北
方
濯
陽
へ
遷
都
し
、
漢
人
に
は
徹
底
的
弾
圧
を
行
っ
た
。

天
命
十
年
十
月
三
日
の

条

「
助
命
し
た
者
が
公
に
い
れ
ば
、
ジ
ュ
セ
ン
人
が
侵
害
す
る
と
て
、
皆
ハ
ン
、
諸
王
の
ト
ク
ソ

zro
（
荘
）
と
す
る
。

一四〕

八
十
附
は
汝
等
自
身
の
食
べ
る
も
の
」
と
あ
り
、

ハ
ン
、
ク

ソ
に
十
三
男
、

七
牛
、

百
駒
の
田
を
与
え
る
。
二
十
嗣
は
ア
ル
パ
ン
の
も
の
、

ベ
イ
レ
の
ト
ク
ソ
が
作
ら
れ
漢
人
が
そ
こ
に
編
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
如
く
編
戸
漢
人
は
グ
ル
ン
と
し
て
ハ
ン
に
帰
属
す
べ

き
存
在
で
あ
り
、

か
つ
ハ
フ
ァ
ン
の
管
轄
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
に
至
っ
て
細
分
化
さ
れ
、
諸
王
に
分
与
さ
れ
た
こ
と
を
知

り
う
る
。

お
わ
り
に

天
命
期
の
マ
ン
ジ
ュ
国
家
に
於
て
は
種
々
の
社
会
的
身
分
概
念
が
み
ら
れ
る
が
、
本
稿
に
於
て
は
そ
の
主
要
な
も
の
を
考
察
し
て
、
社

会
の
基
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ン
ジ
ュ
国
家
の
基
本
的
部
分
は
、

イ
ル
ゲ
ン
、

グ
ル
ン
、
ジ
ュ
セ
ン
で
あ
り
、

こ
れ
ら
は
何
れ
も
民
と
し
て
把
握
さ
れ
る
が
、
実
は

グ
ル
ン
・
イ
ル
ゲ
ン

ジ
ュ
セ
ン
・
イ
ル
ゲ
ン
と
し
て
概
念
に
差
違
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
則
ち
前
者
は
ハ
ン
な
い
し
ベ
イ
レ
の
私
有
民
、

或
は
支
配
者
に
奉
仕
す
る
「
部
民
」
的
な
存
在
と
考
え
ら
れ
、
後
者
は
一
元
的
に
ハ
ン
に
帰
属
す
る
「
公
民
」

で
あ
り

ベ
イ
レ
や
ハ
フ

ァ
ン
層
が
管
轄
の
任
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
ハ
ン
の
グ
ル
ン
で
八
旗
的
統
制
を
受
け
る
も
の
、

そ
れ
が
ジ
ュ
セ
ン
で
あ
る
。

マ
ン
ジ
ュ
国
家
の
発
展
に
つ
れ
、

ヌ
ル
ハ
チ
は
ジ
ュ
セ
ン
諸
国
の
グ
ル
ン
を
自
己
の
手
に
集
め
つ
つ
、

公
民
化
し
ジ
ュ
セ
ン
と
し
て
八

旗
制
の
内
に
編
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
グ
ル
ン
や
ジ
ュ
セ
ン
が
社
会
の
基
本
的
部
分
を
占
め
、
上
に
ハ
ン
、

〆＼



イ
レ

ハ
フ
ァ
ン
層
が
あ
り
、
下
に
ア
ハ
が
存
在
す
る
が
、
量
的
に
あ
ま
り
過
大
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
ら
に
天
命
期
に
は
多

数
の
漢
人
が
グ
ル
ン
と
し
て

マ
ン
ジ
ュ
社
会
に
加
っ
た
の
で
あ
る
。

i主
（
1
）
マ
ン
ジ
ュ
の
国
号
に
関
し
て
は
、
一
二
回
村
泰
助
「
満
珠
国
成
立
過
程
の
一
考
察
」

（
『
清
朝
前
史
の
研
究
』
一
九
六
五
年
、
所
収
）
、
神
田
信
夫

「
満
洲
（
冨
曲
目
』
ロ
）

国
号
考
」

（
『
山
本
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
一
九
七
二
年
、
所
収
）
等
が
あ
る
。
三
田
村
氏
は
マ
ン
ジ
ュ
が
実
在
の

マンジュ国家の社会構造

国
号
で
あ
り
、
女
真
民
族
統
一
後
は
「
外
に
後
金
固
と
称
し
、
内
に
ジ
ュ
セ
ン
国
を
称
す
る
に
至
っ
て
、

マ
ン
ジ
ュ
国
は
解
消
し
た
」
と
さ
れ
、

神
田
氏
は
新
史
科
に
よ
っ
て
そ
れ
を
修
正
さ
れ
、
ジ
ュ
セ
ン
が
全
女
真
を
包
含
す
る
民
族
名
で
あ
っ
て
、
本
来
の
満
洲
語
名
の
国
号
は
、
大
清

と
称
す
る
ま
で
は
依
然
と
し
て
マ
ン
ジ
ュ
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（2
）
八
旗
制
度
に
関
す
る
研
究
は
、
そ
の
成
立
時
期
や
編
成
、
旗
地
及
び
生
計
、
人
的
構
造
等
、
多
方
面
に
渡
っ
て
い
る
。
八
旗
と
は
『
満
洲
実

録
』
万
暦
十
二
（
一
五
四
八
）
年
の
条
で
「
オ
ル
ゴ
ニ
。
『
問
。
巴

ロ
コ
「
。
宮
を
陸
ら
せ
て
各
一
二

O
O
の
男
を
管
轄
す
る
ニ
ル
巴

E
の
エ
ジ
エ

ン

a
g
（
長
）
の
官
と
し
た
」
と
い
う
記
事
に
初
め
て
見
、
え
る
ニ
ル
を
基
礎
単
位
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
万
暦
四
三
二
六
一
五
）
年
の
条
で

は
五
ニ
ル
を
一
ジ
ャ
ラ
ン
宮
－

s
、
五
ジ
ャ
ラ
ン
を
一
グ
サ
包
白
白
（
旗
）
と
し
全
て
八
グ
サ
と
し
た
と
あ
る
。
即
ち
ニ
ル
・
ジ
ャ
ラ
ン
・
グ
サ

に
よ
る
編
成
法
で
あ
る
。

（
3
）
八
旗
制
度
の
内
部
構
造
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
中
山
八
郎
「
明
末
女
直
と
八
旗
的
統
制
に
関
す
る
素
描
」

（
『
歴
史
学
研
究
』
五
1

二、

九
三
五
年
）
、
鴛
淵
一
・
戸
田
茂
喜
「
ジ
ュ
セ
ン
の
一
考
察
」

（
『
東
洋
史
研
究
』
五
｜

一
九
三
九
年
）
、
安
部
健
夫
「
八
旗
満
洲
ニ
ル
の
研

51 

究
(1) 
(2) 
(3) 

（
『
清
代
史
の
研
究
』

一
九
七
一
年
、
所
収
）
、
周
藤
吉
之
「
清
代
前
期
に
於
け
る
八
旗
の
村
落
制
」

（
『
清
代
東
ア
ジ
ア
史
研
究
』



（
8
）
三
田
村
氏
「
満
珠
国
成
立
過
程
の
一
考
察
」
（
前
掲
書
、
所
収
）
四
八
一
頁
、

「
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
の
研
究
」
（
前
掲
書
、
所
収

52 

一
九
七
二
年
、
所
収
）
、
三
田
村
泰
助
「
ム
ク
ン
・
タ
タ
ン
制
の
研
究
」

『
清
朝
前
史
の
研
究
」
、
所
収
）
、
石
橋
秀
雄
「
清
初
の
イ
ル
ゲ
ン
〈

同
『
問
。
国
）
」
、
（
『
日
本
女
子
大
学
紀
要
』
、
二
二
、

一
九
六
四
年
）
。
「
清
初
の
ジ
ュ
シ
ェ
ン
（
』
払
冊
目
）
！
特
に
天
命
期
ま
で
を
中
心
と
し
て
｜
」

（
『
史
苑
』
、
二
八
｜
二
、

一
九
六
八
年
）
。

（

4
）
 

審
臼
満
洲
棺
』
全
十
冊
、
国
立
故
宮
博
物
院
、
台
北

一
九
六
九
年
。

（

5
）
 

コ
宿
文
鑑
」
、
巻
十
、
人
一
。
ま
た
『
清
文
集
書
』
で
は
』
国
側

g
E
Z長
官
巴
官
官
曲
（
女
真
属
下
の
人
）
と
同
じ
と
あ
る
（
羽
田
亨
編
『
満
和

辞
典
』
一
。

（
6
）
今
西
春
秋
訳
『
満
和
対
訳
満
洲
賓
録
』
三
七
六
頁
、
注
四
一
。

（
7
）
鴛
淵
・
戸
田
氏

前
掲
論
文
、
二
頁
。

二
四
頁
。

ま
た
グ
チ
ュ
に
関
じ
て
も
、

モ
ン
ゴ
ル
の
ネ
ケ
ル
と
の
類
似
を
指
摘
し
つ
つ
貴
族
階
級
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
9
）
安
部
氏
、
前
一
掲
書
、
八
四
1
一
O
八
頁
。

（
叩
）
阿
南
惟
敬
「
清
初
の
甲
士
の
身
分
に
つ
い
て
」

（
『
歴
史
教
育
』
、
十
｜
十
一
、

一
九
六
二
年
）
。

（
日
）
三
田
村
氏
、
「
初
期
満
洲
八
旗
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」

（
前
掲
書
、
所
収
）
三
百
八
頁
。

（
ロ
）
石
橋
氏
「
清
初
の
イ
ル
ゲ
ン
（
岡
高

g）
」
、
「
清
初
の
ジ
ュ
シ
ェ
ン
（
』

zwg）」。

（日）

一
膏
満
洲
格
』
、
第
二
冊
、
五
八
六
頁
。

r
o
u
o
は
ベ
イ
レ

rsr
（
王
）
の
復
数
形
で
あ
る
。

ベ
イ
レ
は
広
い
意
味
に
使
わ
れ
る
が
、
終
始

ベ
イ
レ
と
称
せ
ら
れ
る
の
は
大
ベ
イ
レ
同

S
E
r
a
－oと
し
て
の
四
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
小
ペ
イ
レ
曲
U
明。

rarの
四
人
を
加
え
た
八
ベ
イ
レ
が



天
命
六
・
七
年
以
後
に
は
旗
を
支
配
す
る
ホ
シ
ョ
イ
・
ベ
イ
レ
ぎ

wars－
。
で
あ
っ
た
。

報
」
四

i
四、

一
九
五
八
年
、

一
九
百
九
J
O

14 

『
荏
臼
満
洲
棺
』
、
第
二
冊
、
六

O
O頁。

（
日
）
同
書
、
第
一
冊
、
十
二
頁
。

（
日
）
同
書
、
第
一
冊
、
四
二
一
頁
。

（
口
）
同
書
、
第
二
冊
、
五
九
九
j
六
O
O百
円
。
こ
の
用
語
は
先
に
引
用
し
た
ハ
ン
グ
ル
ン
、

マンジュ国家の社会構造

（
凶
）
三
田
村
氏
「
明
末
清
初
の
満
洲
氏
族
と
そ
の
源
流
」

神
田
信
夫
「
清
初
の
貝
鞍
に
つ
い
て
」

『
東
洋
学

（
前
掲
圭
一
目
、
所
収
）
、
で
は
イ
ル
ゲ
ン
に
つ
い
て
、
「
語
の
本
来
の
意
味
は
社
会
的
身
分
の

ベ
イ
レ

l
ジ
ュ
セ
ン
の
関
係
に
於
て
現
わ
れ
る
。

は
隷
臣
た
る
ジ
ュ
セ
ン
に
ま
で
到
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
（
六
六
頁
）
。

高
さ
を
示
す
も
の
」
で
あ
り
、
そ
の
社
会
的
身
分
の
上
限
は
部
族
或
は
国
の
支
配
者
で
あ
る
ハ
ン
・
ベ
イ
レ
に
つ
ぐ
存
在
で
あ
り
、
そ
の
下
限

（
叩
）
安
部
氏
、
前
掲
書
、
八
六
真
。

石
僑
氏

「
清
初
の
イ
ル
ゲ
ン
（

r
m
g）
」
二
四
頁
。

20 

『
葎
臼
満
洲
棺
』
第
十
冊
、
四
七
五
三
頁
。

（
幻
）
同
書
、
第
二
冊
、
七
三
七
頁
。

（
幻
）
同
書
、
第
二
冊
、
八
三
二
頁
。

（
幻
）
同
書
、
第
二
冊
、
六

O
O頁。

（
M
）
同
書
、
第
一
冊

一
二
五
頁
。

（
お
）
ニ
ル
が
三
百
男
よ
り
な
る
と
い
う
の
は
表
面
上
の
規
定
に
す
ぎ
な
い
。

53 

（
回
）
同
書
、
第
二
冊
、
七
三
九
百
九
。
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（
幻
）
同
書
、
第
二
冊
、
七
九
二
頁
。

（
お
）
同
書
、
第
二
冊
、
八
四
八

1
四
九
頁
。

（
却
）
同
書
、
第
一
冊
、
五
六
五
百
円
。

（
叩
）
同
書
、
第
一
冊
、
二
一
二
j
二
四
百
八
。

（
泊
）
同
書
、
第
三
冊

一
二
七
七
頁
。

（
泣
）
同
書
、
第
三
冊

一
四
二
六
頁
。

（
お
）
同
書
、
第
七
冊
、
三
二
五
九
j
六
O
頁。

（
M
）
同
書
、
第
二
冊

一
二
七
頁
。

（
お
）
同
書
、
第
一
冊
、
五
二
六
百
八
0

（
お
）
同
書
、
第
二
冊
、
六
五
八
百
円
。

（
幻
）
同
書
、
第
三
冊

一
三
五
八
i
五
九
百
九
。

（
お
）
汲
修
主
人
選
「
噺
亭
雑
録
』
、
巻
二
、
漢
軍
初
制
。

（
拘
）
安
部
氏
、
前
掲
書
、
八
三

1
八
四
頁
。

40 

『
大
清
太
｛
一
不
文
皇
帝
実
録
』
、
巻
十
四

（H
U

）
同
書
、
巻
二

O
。

42 

『
葱
臼
満
洲
棺
」
、
第
一
冊
、
三
二
四
頁
。
な
お
こ
の
記
事
を
安
部
氏
は
オ
ル
ジ
の
ニ
ル
へ
の
分
給
に
理
解
さ
れ
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
書
、

四
頁
。
注
目
印
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『
荏
百
満
洲
檎
』
、
第
一
冊
、
瓦
六
頁
。

（
叫
）
同
書
、
第
一
冊

一ムハ二一ム臼ハ
0

（
日
制
）
石
附
氏
は
『
尚
文
左
棺
』
、
『
満
洲
夫
鉢
』
よ
り
ア
ハ
の
事
例
を
抽
出
さ
れ
、
ア
ハ
を
基
本
的
に
は
家
の
ア
ハ
（
吉
三
田
宮
）
と
さ
れ
家
内
奴
隷

と
性
栴
づ
け
ら
れ
る

（
「
消
初
の
ア
ハ
（
酎
宮
）
」

ま
た
田
中
克
己
氏
は
農
印
刷
奴
隷
と
さ
れ
る

（
「
治
初
の
奴
隷
」

『z
川
山
塚
山
学
院
側
期
大
学
研
究

年
報
』
、

川
世

一
九
瓦
六
年

（
叫
切
）
永
山
山
木
・
山
川
徳
則
二
丘
世
紀
前
半
）
に
於
い
て
女
真
社
会
は
淡
人
奴
隷
が
急
明
し
、
奴
隷
制
的
土
地
所
有
の
移
行
刻
に
あ
っ
た
と
い
う
。
和

7 ンンユ［:EJ家のH会保，j立

田
消
「
明
初
に
炉
、
け
る
女
真
、
社
会
の
饗
選
」

（
「
史
学
雑
誌
』
凹
八
｜
九

一
九
三
七
年
）
r

以
出
規
「
建
州
三
衛
の
戸
口
に
就
い
て
」

（
『
池

内
博
士
法
暦
記
念
米
洋
史
論
叢
』

一
九
山

O
年）
ω

江
崎
葬
雄
「
明
初
女
山
川
引
け
ハ
に
関
す
る
こ
三
の
問
題
」

（
「
史
淵
」
、
第
丘
八
輯

)[, 

王i

三
年
）
n

そ
れ
に
対
し
て
建
州
女
直
社
会
に
於
け
る
奴
隷
附
加
と
い
う
現
象
は
存
作
せ
ず
、
太
仙
初
年
に
於
て
も
奴
隷
は
数
的
に
微
々
た
る
も
の

で
奴
隷
急
明
は
太
間
後
期
よ
り
太
山
小
朝
に
於
い
て
で
あ
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。

刈
内
良
弘
「
建
州
女
瓜
社
ι
冒
構
造
の
一
々
祭
」

（
『
明
代
満

蒙
史
研
究
』

一
九
六
年
、
所
以
一
ぐ

47 

『
在
百
満
洲
棺
」
、
第
二
冊

一O
九
三
以
。

（
同
日
）
同
書
第
一
冊

一
九
七
1
九
八
兵
及
ぴ
二
一
九
百
円
。

（
約
）
遼
東
仕
入
期
の
泌
人
に
つ
い
て
は

阿
部
氏
や
周
藤
氏
の
前
掲
幸
一
目
に
詳
し
い
。

ま
た
行
愉
氏
も
遼
東
進
出
の
意
味
や
、
公
認
及
び
対
決
人
政

策
変
川
に
の
原
凶
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
「
出
初
の
刈
泌
人
政
策
と
く
に
太
植
の
遼
東
進
出
時
代
を
中
心
と
し
て
」
、
『
史
州
」
、
二
、

一
九
六
一
年

55 

「
在
日
州
洲
棺
』
、
第
二
冊

50 

｝~ 



（
大
学
院
学
生
）

56 

（
日
）
同
書
、
第
二
冊

一
一
一
二
一
頁
。

52 

『
大
明
蕪
山
市
怒
皇
情
実
録
』
、
巻
十
九
。

53 

書
栃
洲
椅
』
、
第
二
冊
、
七
二
三
i
二
七
頁
。

一
耐
巳
自
由
江
は
六
畝
（
周
藤
氏
「
清
初
に
於
け
る
園
地
と
旗
地
縄
量
と
の
関
係
」
前
掲
書

F片
4il 

一
一
一
頁
）
。
石
僑
氏
は
大
命
六
年
七
月
十
日
の
記
事
が
、
政
地
設
置
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
そ
の
方
針
を
示
し
た
も
の
だ
と
さ
れ
る

（
「
清
太
祖
の
土
地
政
策
に
関
す
る
一
考
察
」
『
日
本
女
子
大
学
紀
要
円
十
一
、

一
九
六
一
年
）
。

54 

一
奮
満
洲
棺
』
、
第
二
冊
、
八
六
六
頁
。

（
日
）
石
僑
氏
「
消
初
の
対
漢
人
政
策
｜
と
く
に
太
祖
の
遼
東
近
出
時
代
を
中
心
と
し
て
｜
」
。

56 

若
臼
満
洲
格
』
、
第
二
冊
、
八
四
五
頁
。

（
貯
）
石
橋
氏
「
消
太
組
の
土
地
政
策
に
関
す
る
一
々
察
」
。

58 

言
回
満
洲
棺
』
、
第
二
冊
、

一O
八
O
頁。

（
印
）
同
書
、
第
四
冊

一
九
三
九
1
凹
O
頁。




